
 

は
じ
め
に 

 

令
和
５
年
（
二
〇
二
三
）
大
河
ド
ラ
マ
の
主
役
で
あ
る
徳
川
家
康
は
、

戦
国
時
代
を
生
き
抜
き
、
将
軍
と
し
て
江
戸
幕
府
を
開
き
、
以
後
十
五
代

続
く
徳
川
政
権
と
、
平
和
な
江
戸
時
代
を
作
り
ま
し
た
。 

 

ひ
と
こ
と
で
江
戸
時
代
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
は
二
五
〇
年
も
の
長
い
期

間
を
指
し
ま
す
。
そ
の
間
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
情
勢
や
生
活
の
変
化
が
あ

り
、
短
く
ま
と
め
る
の
は
困
難
で
す
。
そ
こ
で
今
回
は
、
江
戸
時
代
の
秦

野
の
歴
史
の
中
で
も
注
目
し
た
い
特
徴
的
な
事
柄
と
資
料
を
取
り
上
げ
、

人
々
の
「
戦
」
と
「
暮
ら
し
」
に
着
目
し
ま
し
た
。
プ
ロ
ロ
ー
グ
と
し

て
、
家
康
が
江
戸
に
入
る
端
緒
と
な
っ
た
戦
国
時
代
も
取
り
上
げ
ま
す
。 

 

本
企
画
展
は
、
東
海
大
学
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
ク
オ
リ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー
と
の
提
携
事
業
の
一
環
と
し
て
、
学
芸
員
過
程
を
履
修
す
る
学
生

と
共
同
で
実
施
し
ま
し
た
。 

 

戦
国
時
代
、
ど
う
す
る
秦
野 

 

徳
川
家
康
が
江
戸
（
東
京
都
）
へ
入
る
ま
で
の
秦
野
は
、
小
田
原
城
を

本
拠
と
す
る
北
条
氏
の
勢
力
範
囲
内
で
、
秦
野
に
も
北
条
氏
の
家
臣
の
領

地
が
い
く
つ
も
あ
り
ま
し
た
。
市
内
の
個
人
の
家
で
所
蔵
す
る
古
文
書
も

こ
の
時
代
に
書
か
れ
た
も
の
か
ら
残
っ
て
お
り
、
秦
野
市
域
に
住
む
人
々

の
様
子
が
具
体
的
に
見
え
始
め
る
時
代
で
も
あ
り
ま
す
。 

■
市
内
に
残
る
戦
国
時
代
の
古
文
書 

 

秦
野
市
域
の
村
へ
宛
て
た
古
文
書
は
、
写
し
で
は
な
い
現
存
の
文
書
が

確
認
で
き
る
も
の
で
は
七
点
、
そ
の
う
ち
市
内
在
住
者
で
所
蔵
さ
れ
て
い

る
文
書
は
五
点
あ
り
ま
す
。
所
蔵
さ
れ
て
い
る
家
は
い
ず
れ
も
江
戸
時
代

に
名
主
を
務
め
、
以
後
の
時
代
の
古
文
書
も
残
さ
れ
た
旧
家
で
す
。 

同
時
代
に
作
ら
れ
た
紙
の
古
文
書
で
い
え
ば
、
秦
野
市
内
に
残
る
の
は
こ

の
時
代
の
も
の
が
最
も
古
い
も
の
に
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
秦
野
の
歴

史
を
知
る
上
で
も
重
要
な
古
文
書
に
な
り
ま
す
。 

・
北
条
氏
印
判
状 

永
禄
七
年
（
一
五
六
四
）
八
月
一
六
日 

個
人
蔵 

 

印
判
は
虎
朱
印
と
呼
ば
れ
る
北
条
氏
の
家
印
（
公
印
）
で
、
本
城
か
ら

の
指
示
に
あ
た
る
文
書
で
は
こ
の
印
が
捺
さ
れ
て
い
ま
す
。
宛
名
の
遠
山

氏
は
柳
川
の
領
主
。
差
出
人
の
岡
崎
は
北
条
家
の
家
臣
。
内
容
は
、
公
用

の
た
め
に
柳
川
の
藪
を
は
や
し
、
北
条
氏
の
印
判
状
で
指
示
の
時
以
外
は

伐
採
を
禁
じ
る
と
命
じ
て
い
ま
す
。 

・
北
条
氏
印
判
状 

天
正
九
年
（
一
五
八
一
）
八
月
一
七
日 

個
人
蔵 

 

波
多
野
今
泉
の
代
官
・
百
姓
へ
、
現
在
の
状
況
を
鑑
み
て
段
銭

た
ん
せ
ん

（
当
時

の
税
）
徴
収
を
増
や
す
こ
と
を
記
し
て
い
ま
す
。
宛
名
の
代
官
は
江
戸
時

2023-7 
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代
で
い
え
ば
名
主
に
あ
た
る
村
側
の
人
物
で
す
。 

■
田
原
城
主 

大
藤
氏 

 
戦
国
時
代
に
市
内
西
田
原
に
あ
っ
た
と
さ
れ
る
田
原
城
を
本
拠
と
し
て

い
た
の
が
大
藤
氏
で
す

だ
い
と
う/

お
お
ふ
じ
し

。
一
族
で
最
初
に
確
認
さ
れ
る
の
は
、
北
条
氏
綱

の
家
臣
の
金
谷
斎

き
ん
こ
く
さ
い

で
、
出
身
は
紀
伊
国
（
和
歌
山
県
）
根
来
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
軍
事
で
は
諸
足
軽
衆
の
統
率
、
政
治
で
は
相
模
国
中
郡
郡
代
と

し
て
、
北
条
氏
の
一
部
家
臣
を
束
ね
る
役
割
を
代
々
勤
め
て
い
ま
し
た
。

小
田
原
合
戦
後
は
家
康
の
子
で
あ
る
結
城
秀
康
の
家
臣
と
な
り
、
直
系
の

子
孫
は
越
前
国
（
福
井
県
）
で
続
き
ま
す
。 

■
「
中
郡
郡
代
」
ど
ん
な
役
割
？  

 

通
説
に
よ
れ
ば
大
藤
氏
は
相
模
国
の
中
郡
郡
代
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
頃
の
相
模
国
は
西
郡
、
中
郡
、
東
郡
、
三
浦
郡
で
分
け
ら
れ

て
い
た
と
さ
れ
、
そ
の
う
ち
中
郡
の
範
囲
は
、
現
代
の
平
塚
・
伊
勢
原
・

厚
木
・
愛
川
・
清
川
・
秦
野
・
二
宮
・
大
磯
の
八
市
町
村
の
範
囲
で
す
。 

 

大
藤
氏
は
こ
の
中
郡
全
体
を
管
轄
す
る
北
条
氏
の
代
官
と
し
て
、
こ
の

地
域
で
北
条
氏
直
轄
領
の
税
や
軍
を
徴
集
す
る
な
ど
の
庶
務
を
取
り
仕
切

る
役
割
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

■
大
藤
氏
の
率
い
た
「
諸
足
軽
衆
」 

 

北
条
氏
か
ら
大
藤
氏
へ
宛
て
た
史
料
を
見
る
と
、
房
総
の
里
見
氏
の
内

紛
に
よ
る
戦
へ
北
条
氏
綱
が
介
入
し
た
際
に
金
谷
斎
を
派
遣
し
た
り
、
北

条
氏
政
が
武
田
信
玄
へ
の
援
軍
と
し
て
遠
江
（
静
岡
県
）
二
俣
城
や
三
方

原
の
戦
へ
大
藤
氏
を
派
遣
し
た
り
な
ど
、
広
範
囲
で
多
く
の
戦
へ
参
加
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
見
る
と
、
大
藤
氏
の
軍
は
ゲ
リ
ラ
戦
を
駆
使
す
る

遊
撃
部
隊
の
よ
う
な
存
在
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
現
代
の
一
般
的
な

印
象
の
忍
者
に
近
い
役
割
だ
っ
た
よ
う
で
す
。 

■
小
田
原
合
戦 
 

関
東
戦
国
時
代
の
終
焉 

 

天
正
十
二
年
（
一
五
八
五
）
に
関
白
と
な
っ
た
豊
臣
秀
吉
は
、
四
国
と

九
州
征
伐
を
終
え
て
西
国
を
平
定
し
、
残
る
は
小
田
原
を
本
拠
と
す
る
北

条
氏
が
勢
力
を
持
つ
関
東
と
、
そ
の
先
の
東
北
で
し
た
。
そ
こ
で
秀
吉
は

関
東
と
奥
羽
（
東
北
地
方
）
へ
、
大
名
同
士
の
戦
い
を
禁
じ
違
反
す
れ
ば

関
白
と
し
て
征
伐
す
る
と
い
う
「
惣
無
事
令
」
を
出
し
ま
す
。 

天
正
十
八
年
、
北
条
氏
が
こ
の
命
令
に
違
反
し
た
と
し
て
、
秀
吉
は
各
地

の
大
名
を
動
員
し
、
小
田
原
へ
攻
め
入
り
ま
す
。
四
月
三
日
に
秀
吉
の
本

陣
が
小
田
原
へ
到
着
し
、
関
東
の
広
範
囲
で
戦
闘
が
起
き
ま
し
た
が
、
七

月
五
日
に
北
条
氏
が
降
伏
し
終
戦
と
な
り
ま
し
た
。 

・
豊
臣
秀
吉
禁
制 

天
正
十
八
年 

四
月 

個
人
蔵 

 
 
 

 
 

禁
制 

 
 

相
模
国
小
中
郡 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

今
泉
之
郷 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平
沢
之
郷 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

尾
尻
之
郷 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大
竹
之
郷 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

以
上
四
ヶ
所 

 

一
軍
勢
甲
乙
人
乱
暴
狼
藉
事 

 

一
放
火
事 

 
一
対
地
下
人
百
姓
非
分
之
儀
申
懸
事 

 
 

右
条
々
、
堅
被
停
止
訖
、
若
於
違
犯
之 

 
 

輩
者
、
忽
可
被
処
厳
科
者
也 

 
 
 

天
正
十
八
年
四
月 

日

○
（
秀
吉
朱
印
） 

  

末
尾
の
日
付
の
下
に
秀
吉
の
朱
印
が
捺
さ
れ
て
い
ま
す
。
神
奈
川
県
内
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に
は
同
日
付
同
内
容
の
朱
印
状
が
複
数
存
在
し
ま
す
が
、
秦
野
市
内
に
残

る
の
は
こ
の
一
通
の
み
で
す
。 

・
内
藤
・
大
藤
氏
印
判
状 

天
正
十
八
年
（
一
五
九
〇
） 

個
人
蔵 

 
 
 

 

差
出
人
の
内
藤
は
当
時
の
津
久

井
城
主
の
父
で
あ
る
綱
秀
と
推
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
大
長
は
大
藤
長

門
守
で
、
城
主
の
大
藤
与
七
が
韮

山
城
防
衛
に
あ
た
り
不
在
の
た

め
、
代
わ
り
に
田
原
城
を
守
備
し

て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

■
終
戦
後
、
家
康
の
関
東
移
封 

 

降
伏
後
の
北
条
氏
は
、
前
当
主

で
隠
居
と
し
て
政
治
に
関
わ
っ
て

い
た
氏
政
が
切
腹
を
命
じ
ら
れ
、

当
主
の
氏
直
は
一
門
や
家
臣
の
三

十
余
名
と
と
も
に
高
野
山
へ
蟄
居
し
ま
し
た
。 

 

小
田
原
合
戦
の
終
戦
後
、
そ
れ
ま
で
関
東
の
広
範
囲
を
支
配
し
て
い
た

北
条
氏
の
後
に
入
っ
た
の
が
徳
川
家
康
で
す
。
家
康
が
関
東
に
入
る
こ
と

は
合
戦
前
か
ら
噂
が
あ
り
ま
し
た
が
、
正
式
な
決
定
と
し
て
公
表
さ
れ
た

の
は
北
条
氏
の
降
伏
し
た
七
月
五
日
の
八
日
後
、
七
月
十
三
日
で
し
た
。

こ
の
後
、
す
ぐ
に
家
康
は
本
拠
地
と
な
る
江
戸
の
整
備
や
関
東
の
統
治
に

乗
り
出
し
ま
す
。 

 

                        

小田原合戦と秦野 関連年表   豊臣軍    北条軍  

郡
次
ニ
在
所
へ
罷
移 

麦
作
収
納
之
由
、
従 

津
久
井
之
足
軽
已
下 

濫
妨
狼
藉
、
堅
令 

停
止
者
也
、
仍
如
件 

  
 
 

寅（天
正
十
八
年
） 

 
 
 
 

 
 
 
 

六
月
二
日 

内
藤

（
綱
秀
）

□ 

 
 
 
 
 
 
 

御
検
使 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

大
長
□

（
大
藤
長
門
守
） 

 

 
 
 

波
多
野
之
内 

 
 
 
 

今
和
泉
之
村 

 
 
 
 
 
 
 

名
主
中 
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江
戸
幕
府
と
丹
沢
山
麓
の
村 

 
戦
乱
の
世
が
終
わ
る
と
、
江
戸
に
住
ま
う
徳
川
将
軍
家
の
治
世
に
よ

り
、
二
五
〇
年
も
の
天
下
泰
平
の
江
戸
時
代
が
訪
れ
ま
し
た
。
こ
の
時
代

か
ら
は
秦
野
で
も
庶
民
の
手
に
よ
る
文
字
や
絵
が
多
数
現
存
し
、
村
で
暮

ら
す
人
々
の
営
み
が
見
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。 

 

山
麓
の
村
で
は
、
山
の
自
然
で
稼
ぎ
、
暮
ら
し
な
が
ら
、
作
物
を
荒
ら

す
獣
と
の
戦
い
が
あ
り
ま
し
た
。
突
然
降
り
か
か
る
自
然
災
害
と
の
戦
い

は
、
暮
ら
し
を
立
て
直
す
た
め
に
救
済
を
乞
う
民
と
領
主
と
の
静
か
な
戦

い
で
も
あ
っ
た
で
し
ょ
う
。
残
さ
れ
た
資
料
か
ら
見
え
て
き
た
の
は
、
村

の
人
々
の
平
和
な
暮
ら
し
、
そ
れ
を
守
る
た
め
の
戦
い
と
、
江
戸
幕
府
を

は
じ
め
と
し
た
領
主
と
村
の
人
々
の
歴
史
で
す
。 

■
丹
沢
御
林
と
御
用
木 

 

江
戸
時
代
初
期
の
元
和
六
年
（
一
六
二
〇
）、
江
戸
浅
草
へ
御
蔵
を
建

造
す
る
た
め
に
幕
府
は
丹
沢
の
木
の
伐
り
出
し
を
命
じ
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
用
途
で
、
幕
府
で
利
用
す
る
木
材
を
維
持
す
る
た
め
に
設
け
ら
れ

た
の
が
、
御
林

お
は
や
し

で
す
。 

 

寛
永
元
年
（
一
六
二
四
）、
幕
府
が
横
野
村
へ
六
種
類
の
木
を
御
用
木

と
し
て
伐
採
を
禁
じ
る
通
達
を
出
し
ま
し
た
。
同
じ
文
書
が
菩
提
村
と
煤

ヶ
谷
村
（
現 

清
川
村
）
に
も
下
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
文
書
を
も
っ
て
、

丹
沢
に
御
林
が
成
立
し
た
と
み
な
さ
れ
て
い
ま
す
。 

■
山
守
の
村 

寺
山
・
横
野
・
菩
提 

 

御
林
の
警
備
や
管
理
の
役
目
を
担
っ
て
い
た
の
が
、
山
守

や
ま
も
り

の
村
で
す
。

現
在
の
清
川
村
に
あ
る
宮
ケ
瀬
村
・
煤
ヶ
谷
村
と
、
秦
野
市
の
寺
山
村
、

横
野
村
、
菩
提
村
が
時
期
に
よ
り
入
れ
替
わ
り
、
四
カ
村
あ
る
い
は
五
カ

村
で
担
っ
て
い
ま
す
。
場
所
は
現
在
の
東
丹
沢
に
あ
た
る
範
囲
に
設
定
さ

れ
、
山
守
の
村
ご
と
に
巡
回
す
る
エ
リ
ア
が
決
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
幕
府

の
指
示
で
御
林
の
木
の
伐
り
出
し
も
山
守
の
村
が
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
の
村
は
、
山
守
の
役
目
を
果
た
す
代
わ
り
に
東
海
道
へ
の
人
夫
役
が
免

除
さ
れ
ま
し
た
。 
 
 

 
  

よ
こ
の
山
と
め
申
候
事 

 

一
つ
か 

 

一
け
や
き 

 
 

一
も
み
の
き 

 

一
杉
木 

 

一
か
や
の
木 

 

一
く
り
の
木 

 

右
之
御
用
木
御
法
度
之
事
候
間 

 

又
ハ
蔵
木
※

成
共
長
木
ハ
御
代
官
衆
成
共
長
木
ハ
出
申
事 

 

御
法
度
之
義
ニ
候
間
又
ハ
地
た
う
※

衆
成
共 

 

き
り
取
被
候
ハ
ゝ
、
急
度
江
戸
へ
御
申 

 

可
被
上
候
、
為
其
仍
如
件 

 
 

子
寛
永
元
年
カ

十
月
廿
五
日 

 
 
 

田
所
助
次
郎
印 

 
 
 
 
 
 

源
半
殿 

 
 
 
 
 
 
 
 

ま
い
る 

 
 

 
 

※
蔵
木
…
雑
木
の
間
違
い
か 

 
 
  

※
地
た
う
…
地
頭
。
代
官
や
旗
本
の
こ
と 

  
秦
野
市
蔵
。
年
代
は
子
年
（
寛
永
元
年
カ 

一
六
二
四
）。
幕
府
か
ら

横
野
村
へ
発
給
さ
れ
た
指
示
の
写
し
で
す
。
同
文
が
複
数
通
残
さ
れ
て
お

り
、
村
内
や
関
係
者
へ
送
る
た
め
に
作
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
内

容
は
、
六
種
の
木
を
御
用
木
に
指
定
し
て
長
木
の
伐
り
出
し
を
禁
じ
、
違

反
す
れ
ば
地
頭
（
領
主
）
で
あ
っ
て
も
江
戸
へ
必
ず
知
ら
せ
る
よ
う
に
と
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命
じ
て
い
ま
す
。
同
内
容
で
菩
提
村
に
関
わ
る
資
料
も
横
野
村
の
名
主
の

家
で
所
蔵
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

■
丹
沢
六
木 

 

丹
沢
御
林
で
は
榧か

や

・
欅

け
や
き

・
栗く

り

・
杉ス

ギ

・
栂ツ

ガ

・
樅モ

ミ

の
六
種
類
の
木
を
切
る

こ
と
を
禁
じ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
木
は
、
現
在
で
も
建
築
で
よ
く
使

わ
れ
る
木
で
す
。 

■
山
の
仕
事 

 

山
麓
で
は
、
山
守
役
以
外
の
村
で
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
山
仕
事
で
産
物
を

得
て
い
ま
し
た
。
樹
木
の
伐
採
や
造
材
を
行
う
杣そ

ま

・
木
挽

こ

び

き

。
燃
料
の
炭
を

作
る
炭
焼

す
み
や
き

、
器
な
ど
に
塗
る
漆
を
採
取
す
る
漆

う
る
し

掻か

き
な
ど
で
す
。 

■
鉄
砲
を
持
つ
村 

 

江
戸
時
代
、
武
士
以
外
が
武
器
を
所
持
す
る
こ
と
は
禁
じ
ら
れ
ま
し
た

が
、
狩
猟
や
害
獣
駆
除
の
た
め
に
許
可
を
得
て
鉄
砲
を
使
用
す
る
こ
と
は

で
き
ま
し
た
。
獣
被
害
の
多
い
山
麓
で
は
鉄
砲
を
所
持
す
る
村
が
多
く
、

秦
野
で
も
、
柳
川
・
三
廻
部
・
八
沢
・
蓑
毛
・
菖
蒲
・
横
野
・
寺
山
・
東

田
原
で
、
鉄
砲
所
持
を
示
す
史
料
が
残
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
村
で

は
、
鉄
砲
の
所
収
者
と
所
持
す
る
数
な
ど
を
定
期
的
に
領
主
へ
報
告
し
、

他
所
へ
の
移
動
や
譲
渡
の
禁

止
な
ど
も
「
鉄
砲
改
」
の
も

と
で
厳
し
く
統
制
さ
れ
て
い

ま
し
た
。 

■
幕
府
の
鉄
砲
統
制 

 

幕
府
や
藩
が
民
間
の
鉄
砲

を
検
査
す
る
こ
と
や
、
そ
の

検
査
す
る
人
を
「
鉄
砲
改

て
っ
ぽ
う
あ
ら
た
め

」
と
呼
び
ま
す
。
幕
府
の
鉄
砲
改
は
当
初
は

江
戸
周
辺
や
関
東
が
対
象
で
し
た
が
、
貞
享
三
年(

一
六
八
六)

に
は
全
国

規
模
に
な
り
、
こ
の
後
も
何
度
か
大
規
模
な
鉄
砲
改
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

全
国
の
藩
主
も
基
本
的
に
は
幕
府
の
方
針
に
従
い
、
自
領
の
鉄
砲
改
を
行

い
ま
す
。
こ
の
改
に
よ
り
、
職
業
と
し
て
の
猟
師
や
不
用
心
な
場
所
で
備

え
る
た
め
の
鉄
砲
、
田
畑
を
荒
ら
す
鳥
獣
を
威
嚇
す
る
た
め
に
空
砲
を
発

射
す
る
た
め
の
鉄
砲
も
登
録
し
た
上
で
認
め
ら
れ
、
そ
の
他
の
鉄
砲
は
取

り
上
げ
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

小
田
原
藩
の
鉄
砲
統
制 

 

菖
蒲
・
三
廻
部
な
ど
上
地
区
の
領
主
で
あ
る
小
田
原
藩
で
は
、
鉄
砲
を

持
つ
人
を
村
筒
・
脇
筒
と
記
し
、
村
足
軽
と
し
て
藩
の
軍
役
組
織
の
末
端

に
位
置
付
け
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
人
々
は
、
藩
主
が
幕
府
の
行
事
で

小
田
原
を
不
在
に
す
る
時
、
外
国
の
使
節
が
小
田
原
を
通
行
す
る
時
と
い

っ
た
、
臨
時
で
城
下
や
関
所
の
警
備
の
人
員
が
必
要
な
時
に
出
動
す
る
役

目
が
あ
り
ま
し
た
。
他
に
も
、
藩
主
の
鹿
狩
り
に
鉄
砲
を
持
っ
て
供
を

し
、
江
戸
城
の
普
請
（
土
木
工
事
）
に
藩
が
割
り
当
て
ら
れ
た
際
に
も
駆

り
出
さ
れ
て
い
ま
す
。 

■
富
士
山
噴
火
の
被
害 

 

江
戸
時
代
中
期
の
宝
永
四
年
（
一
七
〇
七
）
の
富
士
山
の
噴
火
が
起
き

ま
す
。
当
時
の
風
が
東
へ
吹
い
て
い
た
た
め
、
富
士
山
の
東
側
の
広
い
地

域
へ
火
山
灰
が
降
り
注
ぎ
ま
し
た
。 

 

噴
火
が
起
こ
っ
た
時
期
は
麦
の
種
ま
き
が
終
わ
っ
て
い
ま
し
た
が
降
灰

に
よ
り
生
育
せ
ず
、
深
刻
な
食
糧
難
を
ひ
き
起
こ
し
ま
す
。 

 

河
川
で
は
、
直
接
積
も
っ
た
砂
に
加
え
、
雨
に
よ
る
流
入
や
復
旧
で
出

鉄砲鑑札・木札 天保九年 個人蔵 
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土
し
た
灰
の
投
棄
な
ど
で
川
底
が
上
が
っ
た
た
め
、
洪
水
が
起
き
や
す
く

な
り
、
深
刻
な
水
害
を
ひ
き
起
こ
し
ま
し
た
。
川
ば
か
り
で
な
く
用
水
路

や
取
水
堰
も
灰
で
埋
ま
り
、
農
業
用
の
用
水
の
確
保
も
難
し
く
な
り
ま
す
。 

 

ま
た
、
山
林
に
豊
富
な
薪
や
炭
用
の
木
々
も
被
害
を
受
け
て
山
で
の
稼

ぎ
が
な
く
な
り
、
山
麓
に
住
む
秦
野
の
人
々
は
現
金
収
入
を
得
る
こ
と
が

出
来
な
く
な
り
ま
し
た
。
秣
場
も
荒
れ
、
田
畑
の
肥
料
や
牛
馬
の
飼
料
な

ど
の
入
手
が
で
き
ず
、
農
業
も
困
難
に
な
り
ま
す
。 

 

こ
の
よ
う
な
暮
ら
し
の
た
め
、
働
き
盛
り
の
壮
年
の
男
女
が
奉
公
稼
ぎ

で
村
を
離
れ
る
例
も
多
く
、
重
労
働
で
あ
る
火
山
灰
の
除
去
や
復
旧
作
業

に
さ
ら
な
る
遅
れ
を
引
き
起
こ
し
ま
し
た
。 

■
我
ら
が
村
の
領
主  

 

関
東
へ
入
っ
た
徳
川
家
康
は
、
江
戸
周
辺
の
要
地
で
あ
る
小
田
原
な
ど

に
重
臣
を
配
置
し
、
相
模
国
な
ど
の
江
戸
の
周
辺
地
域
に
は
徳
川
氏
の
直

轄
領
や
、
後
に
旗
本
と
呼
ば
れ
る
中
小
の
家
臣
を
配
置
し
ま
す
。
や
が

て
、
幕
府
の
「
地
方

じ

か

た

直な
お

し
※

」
に
よ
る
支
配
替
え
に
よ
り
、
直
轄
領
は
多

数
の
旗
本
領
と
な
り
、「
相
給

あ
い
き
ゅ
う

※

」
の
村
も
現
れ
、
秦
野
市
域
も
多
数
の

領
主
が
混
在
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

※
地
方
直
し
…
幕
府
や
各
藩
で
、
俸
給
（
現
代
で
い
う
給
料
）
と
し
て
米
を
受 

け
取
っ
て
い
た
家
臣
へ
、
米
と
代
え
て
領
地
を
与
え
た
こ
と
。
ま
た
、
す
で
に
与

え
て
い
る
領
地
を
別
の
場
所
に
替
え
る
こ
と
。
幕
府
で
は
寛
永
十
年
（
一
六
三

三
）
と
元
禄
十
年
（
一
六
九
七
）
に
大
規
模
に
行
わ
れ
た
。 

※
相
給
…
一
つ
の
村
に
複
数
の
領
主
が
存
在
す
る
こ
と
。
こ
れ
に
よ
り
、
同
じ 

村
に
住
ん
で
い
て
も
家
に
よ
っ
て
年
貢
を
お
さ
め
る
領
主
が
異
な
り
、
ト
ラ
ブ
ル

が
起
こ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。 

■
家
康
ゆ
か
り
の
地
を
描
く
―
相
中
留
恩
記
略  

 

「
相
中
留
恩
記
略

そ
う
ち
ゅ
う
り
ゅ
う
お
ん
き
り
ゃ
く

」
は
、
相
模
国(

一
部
武
蔵
国
を
含
む)

に
あ
る
名
所

旧
跡
の
中
で
も
、
徳
川
家
康
に
由
来
す
る
事
績
を
記
し
て
い
ま
す
。
編
纂

は
鎌
倉
郡
渡
内
村
名
主
の
福
原
高
峯
、
挿
絵
は
江
戸
の
画
家
長
谷
川
雪
堤

で
す
。
絵
は
雪
堤
ま
た
は
父
の
雪
旦
が
高
峯
と
同
伴
し
た
写
生
旅
行
に
基

づ
い
て
い
る
と
さ
れ
、
一
定
の
写
実
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

江
戸
時
代
の
神
奈
川
県
の
姿
を
知
る
上
で
欠
か
せ
な
い
と
い
わ
れ
る
こ
の

史
料
に
は
、
秦
野
市
内
の
絵
も
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

江
戸
時
代
の
横
野
村 

 

平
成
三
十
年
度
に
横
野
地
区
に
残
さ
れ
た
江
戸
時
代
等
の
文
書
約
一
、

一
〇
〇
点
が
横
野
自
治
会
か
ら
博
物
館
に
寄
贈
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
文

書
に
つ
い
て
は
、
宗
門
改
人
別
帳

し
ゅ
う
も
ん
あ
ら
た
め
に
ん
べ
つ
ち
ょ
う

や
村
明
細
、
宝
永
の
富
士
山
噴
火
に

関
わ
る
内
容
が
あ
り
、
江
戸
時
代
の
横
野
村
の
様
子
を
知
る
貴
重
な
資
料

に
な
り
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
寄
贈
さ
れ
た
資
料
を
中
心
に
江
戸
時
代
の
横

野
村
の
状
況
等
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。 

■
横
野
村
の
概
略 

 

横
野
村
は
秦
野
盆
地
の
北
西
部
に
位
置
し
、
東
及
び
北
を
菩
提
村
、
西

を
堀
山
下
村
と
戸
川
村
、
南
を
戸
川
村
に
接
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
村
々

と
丹
沢
山
の
入
会
利
用
を
め
ぐ
っ
て
様
々
な
争
い
を
抱
え
て
い
ま
し
た
。 

 

文
政
十
二
年
（
一
八
二
九
）
の
「
相
模
大
住
郡
横
野
村
差
出
帳
」
を
み

る
と
、
家
は
六
四
戸
あ
り
、
男
一
四
六
人
、
女
一
二
七
人
、
僧
三
人
、
修

験
二
人
が
い
る
村
で
し
た
。
ま
た
、
座
頭
、
瞽
女(

ご
ぜ)

、
陰
陽
師
、
行

人
は
村
に
い
ま
せ
ん
で
し
た
。 
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天
保
六
年
（
一
八
三
五
）
の
「
地
誌
御
調
書
上
帳
」
を
見
ま
す
と
近
村

同
様
に
「
多
葉
粉

た

ば

こ

」
を
作
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
ま
た
、
慶
應

三
年
（
一
八
六
七
）
の
小
田
原
藩
領
内
の
「
仲
買
人
連
名
帳
」
を
見
る
と

横
野
村
だ
け
で
八
人
の
煙
草
仲
買
人
が
い
た
こ
と
が
わ
か
り
、
慶
應
元
年

（
一
八
六
五
）
の
家
数
が
六
十
二
軒
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
最
低
八
軒
に1

軒
の
割
合
で
煙
草
仲
買
に
従
事
し
て
い
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

■
横
野
村
の
人
口
と
家 

 

グ
ラ
フ
は
、
元
文
三
年
（
一
七
三
八
）
〜
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
ま

で
の
横
野
村
の
人
口
と

家
数
の
推
移
グ
ラ
フ
で

す
。 

人
口
は
、
元
文
三
年
に

最
大
で
あ
る
三
三
八
人

を
記
録
し
、
宝
暦
八
年

（
一
七
五
八
）
の
二
七

一
人
、
天
保
一
〇
年

（
一
八
三
九
）
の
二
五

九
人
ま
で
減
少
し
ま

す
。
そ
の
後
、
幕
末
か

ら
明
治
初
期
に
か
け
て

徐
々
に
増
え
、
明
治
四

年
（
一
八
七
一
）
に
は

三
三
四
人
ま
で
増
加
し

ま
す
。 

①
と
②
の
間
に
は
、
天
明
の
飢
饉
（
一
七
八
二-

一
七
八
八
）
や
天
保
の

飢
饉
（
一
八
三
三-

一
八
三
九
）
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。 

 

家
数
の
推
移
を
見
る
と
、
元
文
三
年
（
一
七
三
八
）
〜
寛
延
元
年
（
一

七
四
八
）
ま
で
は
六
十
六
〜
六
十
七
軒
の
間
、
宝
暦
八
年
（
一
七
五
八
）

〜
寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）
ま
で
は
六
十
二
〜
六
十
四
軒
の
間
で
ほ
と
ん

ど
変
動
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
天
保
一
〇
年
（
一
八
三
九
）
〜
明
治
四
年
（
一

八
七
一
）
ま
で
は
五
十
九
〜
六
十
一
軒
の
間
で
若
干
減
少
し
て
い
ま
す
。 

 

横
野
村
は
、
人
口
に
対
し
て
家
数
の
変
動
幅
が
小
さ
く
、
段
階
的
に
し

か
変
化
し
て
い
ま
せ
ん
。
人
口
と
家
数
の
そ
れ
ぞ
れ
の
増
減
が
同
じ
で
は

な
い
こ
と
は
何
を
意
味
し
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
、
東
京
大
学
大
学
院
の

戸
石
七
生
准
教
授
の
研
究
か
ら
解
説
し
ま
す
。 

 

天
保
一
〇
年
（
一
八
三
九
）
か
ら
明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）
ま
で
の
三

十
一
年
間
の
宗
門
改
帳
を
見
る
と
、
下
の
表
の
よ
う
に
合
計
八
軒
の
明
屋

敷
（
人
の
住
ん
で
い
な
い
家
）
が
確
認
で
き
ま
す
。 

 

消
滅
理
由
が
わ
か
る
家
の
構
成
を
見
る
と
、
一
〜
二
人
で
住
ん
で
お

り
、
死
亡
や
移
動
に
よ
っ
て
、
明
屋
敷
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
①

太
平
治
の
家
で
は
、
消
滅
し
て
か
ら
二
十
二
年
後
に
再
興
さ
れ
て
い
ま

す
。
一
方
、
⑥
茂
右
衛
門
は
断
片
的
な
資
料
で
あ
る
た
め
、
二
〜
五
年
で

再
興
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
村
に
は
明
屋
敷
が
恒
常
的

に
存
在
し
、
一
つ
一
つ
の
家
が
再
興
さ
れ
る
ま
で
数
十
年
か
か
る
場
合
も

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

 

で
は
、
ど
の
よ
う
な
人
が
再
興
す
る
か
②
何
衛
兵
の
家
を
見
て
み
ま

す
。
当
主
は
代
々
何
衛
兵
を
名
乗
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
お
り
、
横
野
村
の

有
力
者
で
し
た
。
経
緯
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
名
主
の
新
右
衛
門
と
激
し

横野村の人口と家数 

（戸石七生2017『むらと家を守った江戸時代の人々』農文協 図6-1より転載） 

２ １ 
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く
争
っ
て
い
ま
し
た
が
、
天
保
一
〇
年
（
一
八
三
九
）
に
は
明
屋
敷
に
な

っ
て
し
ま
い
、
家
は
消
滅
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

天
保
一
四
年
（
一
八
四
三
）
に
四
十
三
歳
玄
秀
、
そ
の
妻
三
十
七
歳
み
さ

及
び1
男1
女
に
よ
っ
て
再
興
さ
れ
ま
す
。
こ
の
玄
秀
は
「
村
送
り
証

文
」
か
ら
伊
豆
山
村
（
現 

熱
海
市
）
の
百
姓 

文
蔵
の
息
子
で
あ
る
こ
と

が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。 

 

玄
秀
が
伊
豆
山
村
か
ら
横
野
村
へ
移
住
し
た
理
由
と
し
て
、
所
持
地
の

少
な
い
農
家
は
長
男
以
外
部
屋
住
み
と
し
て
一
生
を
お
く
る
ほ
か
な
か
っ

た
た
め
、
養
子
縁
組
を
行
い
、
田
畑
や
家
の
地
位
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が

で
き
た
た
め
で
す
。
一
方
、
村
は
家
数
を
減
ら
さ
ず
、
労
働
力
を
維
持
す

る
こ
と
が
で
き
た
た
め
、
若
い
夫
婦
や
子
ど
も
連
れ
た
夫
婦
を
受
け
入
れ

人
口
を
増
や
し
ま
し
た
。 

■
何
兵
衛
さ
ん
の
言
い
伝
え 

 

横
野
村
の
何
兵
衛
は
名
主
で
あ
っ
た
こ
と
や
そ
の
名
前
も
あ
り
、
多
く

の
伝
承
が
残
っ
て
い
ま
す
。 

何
平
さ
ん
の
話 

羽
根
の
八
郎
に
「
大
倉
の
太
平
、
横
野
の
何
平
に
止
め
を
刺
す
」
と
言
う
言
葉

が
残
っ
て
い
ま
す
が
、
何
平
さ
ん
と
は
、
昔
の
横
野
の
明
主
さ
ん
の
名
前
だ
そ

う
で
す
。 

何
平
さ
ん
の
父
親
は
玄
秀
さ
ん
と
言
い
、
若
い
こ
ろ
医
者
を
志
し
て
勉
強
し
、

医
者
に
弟
子
入
り
し
て
京
都
に
上
り
、
御
殿
医
の
弟
子
に
な
っ
た
が
、
ご
法
度

の
御
殿
女
中
と
の
仲
が
知
れ
て
、
医
者
の
道
具
の
一
切
を
持
た
さ
れ
て
帰
さ
れ

た
そ
う
で
す
。 

途
中
宿
の
奥
さ
ん
の
難
産
を
救
っ
た
り
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
伊
豆
山
の
相

模
屋
と
い
う
旅
館
に
泊
ま
り
医
者
に
な
り
、
旅
館
の
娘
と
結
婚
し
て
二
児
の
父

と
な
っ
た
が
、
妻
の
弟
が
成
人
し
て
、
家
督
相
続
の
争
い
な
ど
が
あ
り
、
横
野

に
帰
っ
て
空
き
家
に
住
み
、
寺
子
屋
を
開
き
蘭
学
な
ど
も
教
え
て
い
ら
れ
た
と

い
い
ま
す
。 

そ
の
玄
秀
さ
ん
の
長
男
の
名
が
「
何
平
」
さ
ん
で
す
。
何
平
さ
ん
は
家
産
も
あ

り
、
人
望
も
あ
っ
て
横
野
村
の
名
主
さ
ん
に
な
ら
れ
ま
し
た
。 

名
主
の
屋
敷
は
大
き
く
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
大
き
な
家
を
建

て
ら
れ
ま
し
た
が
、
あ
ま
り
大
き
い
の
で
、
村
の
道
を
ま
げ
て
作
り
直
し
た
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

何
平
さ
ん
は
、「
名
前
は
何
と
言
う
」
と
聞
か
れ
る
と
「
何
平
」
と
答
え
る
の

（戸石七生2017『むらと家を守った江戸時代の人々』農文協 図6-1より転載） 
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で
、
何
度
も
聞
き
返
さ
れ
小
田
原
の
役
所
で
も
驚
か
れ
た
い
と
言
う
こ
と
で

す
。 

名
主
の
家
で
は
、
郵
便
局
の
よ
う
な
こ
と
も
し
て
い
ら
れ
た
そ
う
で
す
。
ま

た
、「
何
平
さ
ん
ち
の
猫
が
躍
っ
た
」
と
い
う
話
も
残
っ
て
い
ま
す
が
、
何
平
さ

ん
が
上
手
に
仕
込
ま
れ
た
の
で
し
ょ
。 

 
 

（
秦
野
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
『
平
成
八
年
度
一
九
九
七
第
九
集
語
り
部
運
動
資
料
集
』
抜
粋
） 

何
兵
衛
さ
ん
の
猫 

う
ち
の
お
ば
あ
さ
ん
が
よ
く
や
っ
て
い
た
話
で
す
。
こ
の
上
に
山
口
〇
〇
〇
と

い
う
家
が
あ
る
ん
で
す
が
、
そ
の
人
の
お
じ
い
さ
ん
は
横
野
の
出
で
す
。
そ
の

横
野
の
何
兵
衛
っ
て
言
う
ん
で
す
。
こ
こ
の
う
ち
の
ネ
コ
は
昔
か
ら
化
け
た
と

い
う
話
が
あ
り
ま
す
よ
。 

何
兵
衛
さ
ん
が
十
日
市
場
（
秦
野
本
町
）
に
用
足
し
に
行
っ
た
帰
り
、
戸
川
の

踊
り
場
と
い
う
と
こ
ろ
に
来
ま
す
と
（
横
野
に
帰
る
の
に
、
こ
の
戸
川
の
踊
り

場
を
通
ら
な
く
な
っ
て
い
い
じ
ゃ
な
い
か
と
思
う
ん
で
す
け
ど
も
ね
。
そ
う
い

う
こ
と
を
言
う
と
話
が
お
か
し
く
な
る
ん
で
す
が
、
ほ
う
ぼ
う
に
踊
り
場
と
い

う
の
が
あ
り
ま
す
。
う
ち
の
ほ
う
の
小
学
校
も
、
あ
そ
こ
は
踊
り
場
と
い
う
と

こ
ろ
な
ん
で
す
）、
自
分
と
こ
の
猫
が
別
の
猫
と
し
ゃ
べ
っ
て
い
る
ん
で
す
。 

「
何
兵
衛
、
お
ま
え
は
今
晩
お
そ
い
じ
ゃ
な
い
か
」
せ
っ
て
別
の
猫
が
言
う

と
、
そ
の
何
兵
衛
が
、「
じ
ゃ
、
お
れ
ん
と
こ
ろ
じ
ゃ
、
今
晩
オ
ジ
ヤ
を
作
っ

て
、
そ
れ
を
く
れ
ら
れ
た
っ
て
、
熱
く
て
熱
く
て
食
べ
ら
れ
な
い
。
お
れ
も
、

早
く
こ
こ
へ
来
な
き
ゃ
う
ま
く
な
い
か
ら
来
よ
う
と
思
っ
た
け
ど
、
熱
く
て
食

え
な
い
か
ら
、
し
ま
い
に
は
腹
が
立
っ
て
か
な
わ
な
い
か
ら
、
子
供
を
火
の
中

へ
突
き
飛
ば
し
て
や
っ
た
」 

こ
う
言
う
ん
だ
そ
う
で
す
。 

そ
れ
で
、
へ
ん
な
話
も
あ
る
も
ん
だ
と
思
っ
て
、
家
に
帰
る
と
、
子
供
が
火
の

中
に
落
ち
た
と
い
う
の
で
、
こ
れ
は
う
ち
の
猫
が
化
け
た
の
だ
と
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
秦
野
市
一
九
八
七
『
秦
野
市
史
民
俗
編
』
抜
粋
） 

 

交
流
の
あ
る
暮
ら
し 

（
東

海
大
学

松
前
記

念

館
博
物
館

実
習
生

著
） 

 

江
戸
時
代
、
人
と
人
と
の
距
離
感
は
現
代
よ
り
も
っ
と
親
密
で
し
た
。

庚
申
の
晩
に
は
食
べ
物
を
持
ち
寄
り
、
碁
や
す
ご
ろ
く
、
詩
歌
な
ど
を
通

じ
て
親
交
を
深
め
ま
し
た
。
昔
の
人
び
と
の
心
の
通
っ
た
豊
か
な
日
常
生

活
の
一
端
は
、
当
時
利
用
し
て
い
た
民
具
な
ど
か
ら
も
読
み
取
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。 

本
コ
ー
ナ
ー
で
は
冠
婚
葬
祭
の
時
に
使
用
さ
れ
た
民
具
や
、
秦
野
地
域
に

伝
わ
る
庚
申
信
仰
に
関
す
る
資
料
か
ら
、
現
代
で
は
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た

「
交
流
の
あ
る
暮
ら
し
」
を
紹
介
し
ま
す
。 

■
デ
ー
ケ
ー 

冠
婚
葬
祭
に
使
用
さ
れ
た
民
具 

 
 

 

秦
野
市
周
辺
で
「
デ
ー
ケ
ー
」
と
呼
ば
れ
る
贈

答
容
器
は
、
正
式
名
を
ダ
イ
カ
イ
と
い
い
、
冠
婚

葬
祭
の
際
に
縁
の
あ
る
人
物
へ
赤
飯
な
ど
を
入
れ

て
贈
る
時
に
用
い
ら
れ
ま
し
た
。
外
箱
に
は
縄
が

巻
か
れ
天
秤
棒
に
括
り
付
け
て
運
び
ま
し
た
。
ど

の
家
に
も
に
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
使
用
す
る

際
に
は
本
家
筋
や
実
家
か
ら
借
り
る
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
。
返
す
際
に
は
返
礼
品
を
中
に
入
れ
て
い

ま
し
た
が
、
不
祝
儀
で
使
用
し
た
場
合
は
「
お
葬

式
が
帰
っ
て
き
て
は
困
る
か
ら
」
と
い
う
理
由
で

貸
し
出
し
た
お
礼
を
お
断
り
し
た
例
も
あ
り
ま
し

た
。
い
た
だ
い
た
デ
ー
ケ
ー
は
玄
関
先
に
飾
り
、
積
み
重
な
っ
た
そ
の
数

は
自
慢
に
も
な
っ
た
そ
う
で
、
見
栄
で
マ
イ
ダ
イ
カ
イ
を
自
分
の
家
に
飾
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っ
て
い
た
人
も
い
ま
し
た
。
終
戦
後
、
赤
飯
を
蒸
し
て
渡
す
よ
り
も
『
蒸

物
料
』
と
描
か
れ
た
紙
に
現
金
を
包
ん
で
渡
す
こ
と
が
一
般
的
に
な
り
、

デ
ー
ケ
ー
は
見
る
こ
と
が
な
く
な
り
ま
し
た
。 

 

デ
ー
ケ
ー
は
黒
い
大
き
な
お
椀
型
以
外
に
も

多
様
な
種
類
が
存
在
し
、
外
の
色
は
黒
だ
け
で

な
く
茶
・
赤
・
透
漆

す
き
う
る
し

と
様
々
で
す
が
、
内
側
は

全
て
朱
漆
を
用
い
て
赤
く
塗
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

こ
れ
ら
の
違
い
が
地
域
差
な
の
か
年
代
差
に

よ
る
も
の
な
の
か
は
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。 

■
庚
申
信
仰 

 

庚
申
信
仰
と
は
、
干
支
の
庚
申
の
日
に
行
わ

れ
た
行
事
の
こ
と
で
す
。
当
日
は
夕
方
ご
ろ
か

ら
地
域
の
お
家(

ヤ
ド)

に
人
々
が
集
ま
り
、
掛

け
軸
を
か
け
て
唱
え
ご
と
を
し
た
の
ち
、
食
事

を
し
な
が
ら
夜
明
け
ま
で
世
間
話
を
楽
し
み
ま

す
。
こ
れ
は
「
庚
申
講
」
や
「
庚
申
待
」
と
も
呼
ば

れ
ま
す
。 

 

庚
申
信
仰
の
起
源
は
中
国
道
教
の
教
え
の
１

つ
で
あ
る
「
三
尸
説
」
が
日
本
に
伝
来
し
た
こ

と
に
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

─

三
尸
説
と
は─

 

 

道
教
に
お
い
て
は
、
人
体
内
に
は
日
ご
ろ
の

行
動
を
監
視
す
る
三
尸
と
呼
ば
れ
る
虫
が
い

る
。
三
尸
は
人
が
眠
っ
た
夜
に
体
内
か
ら
逃
げ

出
し
て
そ
の
人
の
罪
を
天
帝
に
告
げ
、
悪
い
人
の
寿
命
を
縮
め
て
し
ま

う
。
そ
の
た
め
、
庚
申
の
日
は
一
日
中
眠
っ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
教

え
。 

 

日
本
で
は
平
安
時
代
に
始
ま
り
、「
御
庚
申
」
と
呼
ば
れ
宮
中
の
御
遊

と
し
て
宮
廷
貴
族
の
間
で
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
江
戸
時
代
に
な
る
と

平
民
の
間
で
も
庚
申
信
仰
の
行
事
は
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
か
た

ち
は
多
様
化
し
て
い
き
ま
し
た
。 

─

干
支
の
庚
申
の
日
と
は─

 

干
支
…
十
干
と
十
二
支
の
組
み
合
わ
せ
か
ら
な
る
、
六
十
通
り
の
日(

年)

の
表
し
方
。 

順
に
当
て
は
め
て
い
っ
た
五
十
七
番
目
が
「
庚
申
（
庚
申
の
日
）」。
つ
ま

り
、
庚
申
の
日
は
約
二
か
月
に
一
度
、
回
っ
て
き
ま
す
。 

          

 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 …… 57 

十干 甲 乙 丙 丁 戊 己 庚 辛 壬 癸 甲 乙 

…… 

庚 

十二支 子 丑 寅 卯 辰 巳 牛 未 申 酉 戌 亥 申 

干支 甲子 乙丑 丙寅 丁卯 戊辰 己巳 庚牛 辛未 壬申 癸酉 甲戌 乙亥 庚申 

企画展 村の戦いと暮らし  
－江戸時代の秦野― 

 
令和５年１０月３１日（火） 

～  
令和６年１月１４日（日） 
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